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書評｜『デジタルアーカイブ・ベーシックス２   災害記録を未来に活かす』 ｜藤井 萌
　第 3 章　 震災の記録を横断する―国立国会図書館東日本大震災アーカイブ（ひなぎく）
の意義と課題｜伊東敦子・前田絋志
第 2 部　復興に向けて人々の声、地域の歴史を残す
　第 4 章　 Voices from Tohoku－from a digital archive of oral narratives to scientific 
application in disaster risk reduction｜Flavia Fulco, Robin O’Day, David 
H.Slater




　第 7 章　 災害の非可逆性とアーカイブの精神―デジタル台風・東日本大震災デジタル
アーカイブ・メモリーグラフの教訓｜北本朝展
　第 8 章　 歴史地震研究と日記史料有感地震データベース｜西山昭仁
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ブの将来展望を描くこと」が本書のテーマであるという（ 9 頁）。
　第 1 部「震災・災害の記録を残すことの意義と目的」は震災・災害アーカイブを「何の




































書評｜『デジタルアーカイブ・ベーシックス２   災害記録を未来に活かす』 ｜藤井 萌
会図書館が「ひなぎく」を運営する意義について説明する。他方、課題としては、①メタ
データの増加と検索上の問題、②二次利用などの利活用推進の問題、③アーカイブの維持・






マとし、 3つの論文で構成されている。第 4 章「Voices from Tohoku－from a digital 
archive of oral narratives to scientific application in disaster risk reduction」（Flavia 
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マ・アーカイブ」の仕組みは、持続的・発展的なデジタルアーカイブシステムを考える上
で注目すべきポイントではないだろうか。
4　おわりに
　本書の「序論」においても紹介されている点であるが、震災・災害デジタルアーカイブ
の目的は「過去の記録に留まらず、将来の災害への意識向上、備えや対策の充実を通じた
防災・減災に寄与すること」（13頁）であるという指摘が、評者にとっての本書における
最大の気づきであった。
　デジタル技術の発展に伴って、地域や時間を超える災害記録を把握し、Web上の地図・
年表やVR・AR上で表すといったアプローチも可能となった。従来活かすことの難しかっ
た記録であっても、デジタル上で他の記録と組み合わせるなど、新たな可能性も考えられ
るようになってきている。今後、震災・災害デジタルアーカイブの試みが進展していけば、
減災・防災文化の醸成に大きく寄与するものとなるだろう。
　災害記録は数えきれない人の悲しみと苦難の記録でもある。これを無駄にしない、とは
どういうことなのだろうか、アーカイブズやアーキビストはどのような役割を果たすべき
だろうか、答えは簡単には出ない。それでも過去の被災経験が未来の人の暮らしを守ると
いうことは、人間がここに生きる強さの証明だと言いたい。本書は模索しながらも災害に
立ち向かう数々の挑戦を紹介するものであり、減災・防災に関心を寄せる全ての人に勧め
ることができる一冊である。
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